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詳しい使用方法等については、最寄りの営業所へお問い合わせください。
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熱転写システム「パウダーエフェクト K」

門脇　正樹 *

トピックス

1. はじめに
　（株）カドワキカラーワークスが展開する熱転写シ
ステム「パウダーエフェクトK」は、簡単に説明すると、
①	化成被膜処理したアルミニウム部材に対して、70
～ 90 µmの膜厚の粉体塗装を施す。

②	昇華性インクを付与した熱転写フィルムで粉体塗
装を施したアルミウム部材を包み、真空吸引する
ことで密着させ、物体温度を 200℃に達することで
昇華性インクを粉体塗膜内へ浸透させ表面仕上げ
を形成する。

③	フィルムを除去すると熱転写された柄が粉体塗装
面に現れる。

というものです。通常の粉体塗装では、溶接部分や突
き付け部分等、意匠的に表面仕上げの表情が醜くなり
がちですが、本システムではアルミニウム部材をすっ
ぽりと包みこむことができるので、小口端部等も隠ぺ
いすることが可能で、飛躍的な意匠性の向上に繋がり
ます。

2. 適用分野について～内装用・外装用に対応～
　「パウダーエフェクトK」は、内装用にも外装用に
も使用できます。

1）粉体塗料について
　粉体塗料の耐候性のグレードについては、1986 年
に欧州で設立されたアルミニウム合金製建築材料に
対する塗装仕上げの規格認証システムであるクオリ
コートに規定されています。クラス 2、クラス 1のラ
インナップがあり、客先要求によって選定可能です。

2）熱転写フィルムについて
　熱転写フィルムについては、現在、イタリア
Decoral 社のものを採用していて相当数の柄を有して
おります。

3）外装用・内装用の使い分けについて
①外装用
　（株）カドワキカラーワークスとしては、表１に
示した軽金属製品協会規格 アルミニウム合金製建
築材料粉体塗装性能評価方法（2014）の付属書A
のAAMA2604-13 の屋外暴露耐候性の 5年暴露で
⊿E≦ 5という規格を満足するという指標を、外部

*株式会社カドワキカラーワークス　代表取締役
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表１　熱転写を施した粉体塗装の性能

材質 アルミニウム合金板材　
A5052

素地調整 六価有色クロメート化成
皮膜

塗料グレード AAMA2604相当
試験片記号 1-A-2-A

評価項目 評価基準 試験結果

①初期付着性

JIS K 5600-5-6
セロテープ圧着剥離後の残留目数表示
2 mm間隔 5× 5マス
判定基準：25/25（分類 1以下）

2 mm
25/25マス

25/25
(0)

②塗膜硬度
IS K 5600-5-4
引っかき硬度（鉛筆法）
判定基準：鉛筆硬度Fで、塗膜にキズが生じないこと。

- H

③耐衝撃性

IS K 5600-5-3
耐おもり落下性　デュポン式
（500 g 高さ 500mm 1/2インチ、表打ち）
判定基準：塗膜の剥がれ無きこと。

表打ち 問題なし

④耐溶剤性 IPAに浸漬した綿棒を塗膜表面を 30往復判定基準：塗膜
の変退色や著しい光沢変化が無いこと。 - 問題なし

⑤耐アルカリ性

飽和水酸化カルシウム水溶液
20℃ 24時間放置
判定基準：塗膜の変退色や著しい光沢変化、ふくれ、は
がれが無いこと。

変退色 無し
光沢変化 無し
ふくれ 無し
はがれ 無し

⑥耐沸騰水性

95℃以上 5時間浸漬
判定基準：浸漬終了直後に塗膜外観を目視、JIS K 5600-
8-2（膨れ等級 2（s2））以下及び剥がれが無いこと。
浸漬終了後 24ｈ放置その後、付着性の試験を行い 25/25
（分類１以下）であること。

ふくれ 無し
はがれ 無し

2 mm
25/25マス 25/25(0)

⑦耐中性塩水噴霧性

JIS K 5600-7-1 に準じる。
試験時間：4000 h
判定基準：塗膜外観を目視、JIS K 5600-8-2（膨れ等級 2（s2））
以下。
カット部からのふくれ幅は 2 mm以下。

- 4000 h （外観問題なし）

⑧耐候性
QUV-B 336 時間 光沢保持率 90％以上
サンシャインウエザー　1000時間 光沢保持率 95％以上

採用基準として設定することといたしました。
　この前提に立つと、クラス 2の粉体塗料と一般的
な熱転写フィルムの組み合わせまで外部用の基本仕
様としております。
②内装用
　外装でも使用可能なクラス 1 の粉体塗料と一般
的な熱転写フィルムとの組み合わせで対応していま
す。

3. 試験塗装サンプルの性能評価結果について
　施主先、設計者、施工者様が最も気になさる点は、
パウダーエフェクトKにより製作した製品の塗膜性
能が長期的に見て問題を有していないかという点だ
と思います。（株）カドワキカラーワークスとしては、
標準的な熱転写粉体塗装について、第三者機関での塗
膜性能評価試験を実施し、性能評価を行いました。そ
の結果を以下に示します。

1）対象とした粉体塗料
デコラル社（イタリア：熱転写装置製造メーカー）
（AAMA2603、2604 相当）

2）素地調整
アルミニウムに対して採用した化成被膜処理は、
①6価有色クロメート
② 3価クロメート
の 2種類とした。

3）塗膜性能の評価項目
塗膜性能評価については、
①初期付着性
②塗膜硬度
③耐衝撃性（デュポン式）
④耐溶剤性
⑤耐アルカリ性
⑥耐沸騰水性
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⑦耐中性塩水噴霧性
⑧耐候性（サンシャインウェザーメーター試験
1000時間まで）

について実施しました。その結果を表に示します。
各項目とも良好な結果を示しました。耐溶剤性でも
問題なく、耐候性試験では試験時間 1000 時間経過
でも光沢保持率は 95％以上を示したことから、外
部使用にも問題ない性能結果を示しています。

4. 運用方法について
　粉体塗装熱転写システムによる塗膜性能の検証につ
いて施主先、設計者、施工者様よりご依頼いただいた
製品に対しては、いきなり本生産に適用するのではな
く、必ず事前の試験塗装を実施し、塗膜性能の検証を
行い、その結果報告書をご確認、ご承諾いただいてか
ら本製造に取り掛かることといたします。
　なお、塗膜性能の検証については、（株）カドワキ
カラーワークスの検査において①外観、②色調、③光
沢、④塗膜厚さ、⑤初期付着性、⑥耐沸騰水性、⑦耐
溶剤性を必須項目として実施し、必要に応じて試験項

目は都度追加するものといたします。

5. まとめ～事業展開について～
　熱転写システムはヨーロッパでは盛んに採用、普及
しているものの、日本においてはこれまでわずか数台
しか導入されておらず、実質的に稼働しているものは
数社と聞いております。
　しかしながら、（株）カドワキカラーワークスでは、
内外装建材に対して高意匠性を付加することができる
新しい粉体塗装技術として高く評価をし、積極的に導
入を図りました。
　先般、更なる事業拡大を目指して、株式会社セブナ
装機（山梨県南巨摩郡富士川町、一戸亜土社長）との
連携体制を築きました。主に生産面を（株）セブナ装	
機、営業面を（株）カドワキカラーワークスが担う体
制として強化を図りました。
　長きにわたり、粉体塗装に従事してきた会社として、
この「パウダーエフェクトK」は粉体塗装業界に新し
い潮流を起こせるものと確信をしております。

「パウダーエフェクト K」採用物件

ミッドタウン日比谷

千葉新庁舎 アーク森ビル




